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今大会における特記事項 

 

新型コロナウィルス感染症対策について 

各種全日本選手権の開催においては、「参加者管理」と「会場における感染防止対策」の 2点を徹底する必

要があります。参加される方全員が事前体調管理と現地行動管理にご協力いただくことで、大会全関係者

の感染リスクを軽減した状態での開催が可能となります。より安心・安全な状態でフライングディスク競

技の全日本選手権大会が開催できるよう、皆様のご協力をお願い致します。 

 

「参加者管理」 

参加者の中で 1 名でも管理範囲から外れた場合には、適切な感染対策が維持できなくなるため、以下の場

合は、該当者の会場立ち入りと試合出場をお断りします。 

 

選手・チームスタッフ 

・参加者体調記録：大会 7日前からの参加者情報収集（体調等）にて、1日でも登録漏れがあった場合 

・参加者体調記録：大会 7日前からの参加者情報収集（体調等）の「体調等確認」で「有り」に該当する項

目が 1つ以上ある場合 

・入場管理：当日朝および試合会場での検温時に 37.5℃以上である場合 

・会場で指定された出入口以外から 1回でも入退場した場合 

 

観客 

・観客登録：事前の登録がない場合 

・入場管理：当日朝および試合会場での検温時に 37.5℃以上である場合 

・入場管理：当日朝および試合会場で以下の項目に該当する項目が 1つ以上ある場合 

1. 咳・のどの痛み 

2. 倦怠感や息苦しさ 

3. 嗅覚や味覚異常 

4. 体の重さや疲れやすさ 

5. 新型コロナウイルス感染症陽性とされた方との濃厚接触がある 

6. 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる 
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「会場における感染防止対策」 

参加者の皆様には、以下の対策にご協力をお願い致します。 

 

全般： 

1. こまめな手洗や手指消毒の徹底すること。 

2. 適切なマスク(品質の確かな、できれば不織布)を正しく着用すること。 

3. 会場内での大声や、大声での会話を誘発するような大音量 BGMや応援を控えること。 

4. 会場内での密集を回避すること 

5. 人と人との身体的距離を最低 1m確保すること 

6. 自チームへの観戦者を確認した場合に、自主的に注意喚起、退場を促すことができる体制をチーム内

で構築すること。 

 

 

 

試合関連： 

1. 試合前・後半開始前の円陣やアップ： 

A) 他者との距離を 1m以上空けること 

B) 声を出さない方式にて実施すること 

2. 試合中： 

A) フィールド外からの発声は控えること 

B) フィールド外では他者との距離を 1m以上空け、移動をしないこと 

C) 得点間にフィールド内に入れるのは、次にプレイする 7名+3 名まで 

D) タイムアウト中にフィールド内に入れるのは、プレイ中の 7名+3 名まで 

E) インジャリー時にフィールド内に入れるのは、最少人数 

3. ハーフタイム： 

A) フィールド外では他者との距離を 1m以上空けること 

B) 自陣の待機エリアに戻ることを推奨 

4. 試合後 

A) 移動時にはマスクを着用すること 

B) 手指の消毒を推奨 
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大会全般としては、イベント開催制限に関するガイドライン（内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策

推進室作成）に記載されている「イベント開催等における必要な感染防止策」に則ります。 

 

＜①飛沫の抑制(マスク着用や大声を出さないこと)の徹底＞ 

1. 飛沫が発生するおそれのある行為を抑制するため、適切なマスク(品質の確かな、できれば不織布)の

正しい着用や大声を出さないことを周知・徹底し、そうした行為をする者がいた場合には、個別に注

意、退場処分等の措置を講じる  

A) 大声を「観客等が、ア通常よりも大きな声量で、イ反復・継続的に声を発すること」と定義し、

これを積極的に推奨する又は必要な対策を施さないイベントは「大声あり」に該当することとす

る。  

B) 大声を伴う可能性のあるため収容率を 50%とする場合でも、常に大声を出すことは飛沫防止の観

点から望ましいものではないため、対策を徹底すること。 

C) 飛沫が発生するおそれのある行為には、大声での会話を誘発するような、大音量の BGMや応援な

ども含む。 

D) 適切なマスクの正しい着用については、厚生労働省 HP「国民の皆さまへ(新型コロナウイルス感

染症)」参照。  

 

＜②手洗、手指・施設消毒の徹底＞ 

1. こまめな手洗や手指消毒の徹底を促す(会場出入口等へのアルコール等の手指消毒液の設置や場内アナ

ウンス等の実施) 

2. 主催者側による施設内(出入口、トイレ、共用部等)の定期的かつこまめな消毒の実施 

 

＜③換気の徹底＞ 

1. 法令を遵守した空調設備の設置による常時換気又はこまめな換気(1 時間に 2 回以上・1 回に 5分間以

上)の徹底 

A) 室温かが下がらない範囲での常時窓開けも可。 

B) 屋外開催は上記と同程度の換気効果と想定。 

C) 必要に応じて、湿度 40%以上を目安に加湿も検討。  

 

＜④来場者間の密集回避＞ 

1. 入退場時の密集を回避するための措置(入場ゲートの増設や時間差入退場等)の実施 

2. 休憩時間や待合場所での密集を回避するための人員配置や動線確保等の体制構築 

A) 入場口・トイレ・売店等の密集が回避できない場合はキャパシティに応じて収容人数を制限する

等、最低限人と人とが触れ合わない程度の間隔を確保する。 

3. 大声を伴わない場合には、人と人とが触れ合わない間隔、大声を伴う可能性のあるイベントは、前後

左右の座席との身体的距離の確保 
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A) 「大声あり」の場合、座席間は 1席(立席の場合できるだけ 2m、最低 1m)空けること。 

 

＜⑤飲食の制限＞ 

1. 飲食時における感染防止策(飲食店に求められる感染防止策等を踏まえた十分な対策)の徹底 

2. 食事中以外のマスク着用の推奨 

3. 長時間マスクを外す飲食は、隣席への飛沫感染のリスクを高めるため、可能な限り、飲食専用エリア

以外(例:観客席等)は自粛 

A) 発声がないことを前提に、飲食時以外のマスク着用担保や、マスクを外す時間を短くするため食

事時間を短縮する等の対策ができる環境においてはこの限りではない。 

4. 自治体等の要請に従った飲食・酒類提供の可否判断(提供する場合には飲酒に伴う大声等を防ぐ対策を

検討) 

 

＜⑥出演者等の感染対策＞ 

1. 有症状者(発熱又は風邪等の症状を呈する者)は出演・練習を控えるなど日常からの出演者(演者・選手

等)の健康管理を徹底する 

A) 体調が悪いときは医療機関等に適切に相談。  

2. 練習時等、イベント開催前も含め、声を発出する出演者やスタッフ等の関係者間での感染リスクに対

処する。  

A) 練習時等であっても、適切なマスクの正しい着用、出演者やスタッフ等の関係者間の適切な距離

確保、換気、必要に応じた検査等の対策が必要。 

3. 出演者やスタッフ等と観客がイベント前後・休憩時間等に接触しないよう確実な措置を講じる(誘導ス

タッフ等必要な場合を除く) 

 

＜⑦参加者の把握・管理等＞ 

1. チケット購入時又は入場時の連絡先確認やアプリ等を活用した参加者の把握 

A) 接触確認アプリ(COCOA)や各地域の通知サービス(Bluetooth や QR コードを用いたもの等)を活

用。 

B) 原則、参加者全員に対してアプリダウンロードまたは、氏名・連絡先等の把握を徹底。 

2. 入場時の検温、有症状(発熱又は風邪等の症状)等を理由に入場できなかった際の払戻し措置等により、

有症状者の入場を確実に防止 

A) チケット販売時に、有症状の場合は早めに連絡・キャンセルすることを周知すること。 

3. 時差入退場の実施や直行・直帰の呼びかけ等イベント前後の感染防止の注意喚起 
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・FD競技に関するガイドライン（当協会作成）： 

フライングディスク競技における新型コロナウイルス感染症対策ガイドライン ver.4.0 

https://www.jfda.or.jp/web/wp/wp-content/uploads/2021/03/3660ab51c9e540e8c291bff8206ba121.pdf 

 

・スポーツイベントに関するガイドライン： 

スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予防ガイドライン（日本スポーツ協会作成） 

https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/jspo/guideline_ikkatsuban.pdf 

 

・イベント開催制限に関するガイドライン（内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室作成）： 

基本的対処方針に基づくイベントの開催制限、施設の使用制限等に係る留意事項等について 

https://corona.go.jp/package/assets/pdf/jimurenraku_seigen_20220210_2.pdf 

 

・宿泊に関するガイドライン： 

宿泊施設における新型コロナウイルス対応ガイドライン（第 1版） 

https://www.seiei-shien.jp/dl/taisaku/taisaku_guide_08hotel.pdf 

 

・宿泊に関するガイドライン（山梨県）： 

やまなしグリーン・ゾーン認証 感染症予防対策に係る基準（宿泊業） 

https://www.pref.yamanashi.jp/koucho/coronavirus/documents/syukuhaku0524kijyun.pdf 

 

 

 

 

 

緊急事態宣言発令時の対応について 

大会開催期間を基準として以下の通り判断をします。また、状況に応じて支出済費用を除いたエントリー

費の一部返金についても検討します。開催ができない場合、延期による再実施ができるよう可能な限り調

整をしますが、最終的に中止となった場合は、前大会実績を参考にして本戦出場枠を付与することもあり

ますので、ご了承ください。 

 

・開催都道府県に発令の場合：延期 or 中止 

・開催地区の一部に発令の場合：大会自体は原則として開催しますが、参加可否についてはチームや個人

にてご判断をお願い致します。 
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主催大会注意事項 

 

アンチ・ドーピング 

・全ての当協会主催大会は、日本アンチ・ドーピング規程に基づくドーピング・コントロール対象大会と

なります。 

・本大会参加者は、メンバーエントリー手続きをもって、日本アンチ・ドーピング規程に従い、ドーピン

グ・コントロール手続きの対象となることに同意したものとします。 

・20歳未満の参加者は、当協会会員登録・更新時に、ドーピング・コントロール（ドーピング検査を含む）

に対する親権者からの同意を得ている場合に限り、メンバーエントリーが可能です。 

・本大会にて行われるドーピング検査（尿・血液等検体の種類を問わず）を拒否又は回避した場合、検査員

の指示に従わない場合、帰路の移動等個人的諸事情によりドーピング検査手続きを完了することができな

かった場合等は、アンチ・ドーピング規則違反となる可能性があります。アンチ・ドーピング規則違反と

判断された場合には、日本アンチ・ドーピング規程に基づき制裁等を受けることになりますので、ご留意

ください。 

・大会内・大会外検査を問わず、血液検査対象となった参加者は、採血のため、競技・運動終了後 2 時間

の安静が必要となります。 

・日本アンチ・ドーピング規程の詳細及びドーピング検査については、公益財団法人日本アンチ・ドーピ

ング機構の WEBサイト（http://www.playtruejapan.org/）にてご確認ください。 

 

熱中症予防 

・大会期間中に、黒球式熱中症指数計にて、暑さ指数を示す WBGT（Wet-bulb Globe Temperature）が 28℃

以上になった場合は、主催事業を中断もしくは中止とさせていただきます。 

・大会参加時は、体調管理の自己管理をお願い致します。 

・積極的な水分補給を心がけ、帽子や日傘等で直射日光を防ぐようにしてください。 

・運動時に使用する保護具等（シューズ、グローブ、アンダーシャツ等）は、休憩時には外すなどし、身体

の熱を逃がすようにしてください。 

・具合が少しでも悪いと感じた場合、早めに運動を中止し、大会スタッフへご報告ください。 

 

【参考】  

・公益財団法人日本スポーツ協会 – 熱中症を防ごう 

http://www.japan-sports.or.jp/medicine/heatstroke/tabid523.html 

・環境省 – 熱中症予防情報サイト 

http://www.wbgt.env.go.jp/ 

・気象庁 – 熱中症から身を守るために 

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html 
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写真・映像撮影 

本大会を開催している会場において当協会が撮影した写真・映像は、フライングディスク競技の普及を目

的として、各種メディア（テレビ/新聞/雑誌/WEB等）及び当協会広報媒体において掲載される場合があり

ます。メンバーエントリー手続き及び会場区域への立ち入りを持って、撮影・公表に同意したものとみな

しますので、ご了承ください。 

 

保険・怪我 

・保険 

競技中に発生した怪我に対応する傷害保険と、他人・物に損害を与えた場合の賠責保険に加入しています。

受傷後に病院へ行く場合は、必ず大会期間中に救護テントお越しいただき、「事故報告書」の手続きについ

て案内を受けてください。このプロセスを踏まない場合は、大会期間中の怪我である証明ができず、保険

対象外となりますのでご注意下さい。 

・怪我 

怪我の程度により、病院の紹介･救急車の要請等を行います。病院にかかる場合は【保険証】が必要となり

ますので、大会参加時は必ず「保険証（のコピー）」を持参して下さい。なお、大会期間中に発生した事故

等に関して、当協会は一切責任を負い兼ねますので、ご了承ください。 

 

会場利用 

・各自で出したゴミは必ず各自でお持ち帰りください。 

・貴重品管理は各チームにてお願いします。 

・必要な食事（昼食等）や飲み物（試合中の補給用ドリンク等）は各自でご用意ください。 

・会場における盗難、事故に関しては当協会で責任は負いかねます。 

・大会会場での火気使用は一切禁止致します。 

・ご来場の際は、原則として公共交通機関をご利用ください。 

 

ユニフォーム 

付帯資料 C：ユニフォームに関する規則（2017年発行 WFDFアルティメット公式ルール 付帯資料 v4.0 日

本語訳 ver.1.1）を参照 

 

悪天候時の対応 

付帯資料 B：大会に関する付帯規則（2017年発行 WFDFアルティメット公式ルール 付帯資料 v4.0 日本語

訳 ver.1.1）を参照 
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大会中止時の対応 

自然災害や新型コロナウイルス感染症等の影響により、開催中止の判断をする場合があります。その場合、

状況に応じて参加費の返金ができない可能性がありますので、予めご了承ください。 

 

キャンセルポリシー 

原則として、申込締切以降の自己都合によるキャンセル及び返金は受け付けません。ただし、新型コロナ

ウイルス感染症の影響によるキャンセルについては、ご相談の上で対応致します。 

 

試合不成立について 

・試合開始時に最低人数がフィールド上に揃わない場合、その試合は不成立となります（アルティメット：

7名・ビーチアルティメット：5名・ガッツ：5名）。 

・試合不成立の場合は、該当試合のスコアは記録せず、勝敗のみを記録します。 

・試合中に最低人数未満となった場合は、その時点で試合不成立となります。 

・試合不成立は 1試合ごとに判断し、他試合への影響はありません。 

・大会当日の試合不成立を事前に防ぐため、推奨参加人数（アルティメット：10名・ビーチアルティメッ

ト：8名）と最低参加人数（アルティメット：8名・ビーチアルティメット：6名）を設定しています。 

・ミックス部門の場合は、アルティメット（男性 4名と女性 4名）、ビーチアルティメット（男性 3名と女

性 3名）が最低人数となります。 

 

不正出場について 

・参加登録をしていない選手が試合に出場した場合、大会中の全試合を没収試合とし、大会公式記録の認

定はしません。 

・不正出場が発覚した場合、当協会の懲罰規程に則り、対応致します。 

 

 

 

 


